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〔修士論文要旨〕
問題・目的
犯罪行為は,現在までにわかっているだけでも
非常に多重な要因の相互作用であると言われてい
る (藤岡,2007)。その多重な要因の一つとして ,
加害者の 「被害者性」が考えられている (橋本 ,
2008).また,「被害者性」は被害者学において
は犯罪性に対応する概念であり,「被害者にな り
やすい特性」を意味 している (瀬川,1995)c本
論では 「被害者性」を 「加害者 自身が過去におい
て被虐待経験,愛着の問題,発達障害の特性に対す
る無理解,否定的な評価,いじめ等から被害者 とし
て否定的な感情を体験 していること」と定義する。
現在の犯罪 。非行において,再犯の問題がある。
少年たちの再犯の理由の一つとして,加害者であ
りながら,被害者意識が強く,生活や行動が被害者
意識に左右 されているために,罪悪感が深まらな
い (村尾,2008)とい う点があげられている.そ
の様な中保護司は再犯防 I卜・更生において重要な
役割を担っている。保護司の活動は刑事施設や少
年院を退所 した後も本人との関わりを持つことに
より,再犯を防ぎ,立ち直りを支援 していることか
ら,最後の砦といえよう。
このように真の更生や再犯防止という面におい
て加害者の 「被害者性」への着 日,「被害者性」
に対する理解とケアは支援の視点の一つとして重
要であると考えられる。 しか し,加害者の 「被害
者性」そのものに視点を当てた研究は少ない。そ
こで本研究では加害者自身の 「被害者性」に着 目
した.再犯を防ぎ立ち直 りを支援する保護司は
「被害者性」をもった加害者 との関わ りにおいて
どの様な気持ちを経験 しているのかを明らかにし,
支援の在 り方を考察することを目的とした。
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インタビュー内容 これまで保護司が担当したケー
スの中で 「被害者性を抱えていた人」について,
その人と 【出会う前】 【関わっている時】 【保護
観察を離れた後】どのようなお気持ちで関わって
いたのかご自由にお話しください,という教示の
もと,自由に語ってもらった。
分析方法 現象学的アプローチによる分析を行っ
た。 (分析に際しては,院生3名,同席者1名.指導教
員1名による合評を行った)
結果・考察
保護司4名から5つの構造が明らかとなったこ
15つの構造
研究協力者の言葉を《イタノンク″》で表記す
るc
①対象者と出会う前の自分自身の経験や思いと
保護司活動 それぞれ自分自身のこれまでの経験
や思いが保護司活動へ影響していることが考えら
れた。保護司自身が子どもを育ててきた中で獲得
してきた親としてのアイデンティティは,「被害
者性」を抱えた対象者と関わる中でも,その親ヘ
の思いに通じているようだった.また自分自身が
障害児を持つ親であり,その経験が実際に保護司
活動を行う上でも障害を持った対象者への支援に
力を入れていきたいという思いに影響していた。
この様に,対象者との関わりの中で抱く親への思
いや対象者への思いは,これまでの自分自身の経
験や思いが影響していることが考えられた。
②対象者を通して思う対象者の親や家族への願
い 保護司は,様々な対象者との関わりの中で対
象者の親への思いを抱いていた。対象者を否定的
に捉える親や他者依存的な親,子どもと正面から
向き合おうとしない親,子への虐待等といった親
の姿を感じていたcそして≪褒めてあ/ガてクヽクヽど
ころを月っ/ノτlノまとク、″り≫≪暫涯´:/ごとでれば
｀
普,ど/ごまつとフ
『
ラんです/ノど｀(つり≫といった様々
な感情を抱いていた.この感情を抱く背景には,
対象者の「被害者性」を見ていたからではないか
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と考えられた。具体的な願いの内容は様々である
が保護司の心根にある “親や家族"に対して何ら
かの思いを抱いていることは共通しており,対象
者を取り巻く環境の中でも特に親の影響の大きさ
が示唆された。このことから温かい愛情をもった
親や家族の対象者への関わりの重要性が窺われたc
③再犯防止,更生への思い 保護司は自分が担
当から離れた後も,対象者達を地域や関係機関,理
解のある人達へどう繋いでいくかが大事であると
いう思いを抱いていた。また,何かあった時に相
談できる人や 「居場所」の大事さを感じていた。
その気持ちの背景には対象者を孤立させてはいけ
ないという思いが含まれていると考えられた。ま
た,対象者に仕事があることが再犯防止には人事
であるという思いも語られた.その中で,対象者
が就ける仕事は限られており,仕事に就くことが
出来ない対象者達にも≪ソげ″を用クヽてや クたケヽ
`α'≫
という思いが語られたcまた≪三薦 事i″ヽ
らいか/こ―| ‐でび出すかωソ≫ということや,加害者が
安易に犯罪を繰り返すことを変えていかなければ
ならないという教育の重要性も感じていたcそれ
らの思いの心根には自分が離れた後も対象者が更
生し,社会の中で生きていってほしい,三度と犯罪
をしないでほしいという思いがあったことが考え
られた。この様な保護司の語りから「理解者のい
る居場所」は再犯防止や更生には大事な要素であ
ることが考えられた。そして保護司が語った 「理
解者のいる居場所」は,対象者を親身に指導,支援
する保護司そのものであり,再犯防 I上,更生への重
要な役割となっていることが考えられたc
④対象者のその後を思う気持ち 保護司はそれ
ぞれ,保護観察を終え,担当から離れた対象者を今
もなお思い続けており,対象者と出会って関わり,
やがて保護観察の期間が無事終了し,関わること
は無くなっても,対象者一人一人を思う気持ちは
ずっと続いていた。家庭の在り方を知らない対象
者が家庭を持つことを心配する気持ち,対象者を
理解者のいる場所に戻したい気持ち,再犯するこ
となく、普通の市民として暮らしていることを祈
る気持ちを抱いていた。この様に保護司は保護観
察が終了し,対象者との関わりはなくなっても対
象者への思いはその後も続いていた。
⑤対象者の「被害者性」についての思い 保護
司は対象者と関わる中で,対象者が不遇な養育環
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境で育っていたことや,障害を持っていることで
の社会的に弱い立場の対象者と居場所がない対象
者,兄弟 との比較により劣等感を積もらせていっ
た対象者など,過去に何 らかの傷つきを抱えた対
象者 と関わっていた。そしてその対象者 との関わ
りを通 して,保護司は対象者の親への願いや,理解
してくれる居場所の必要性等を感 じていたように
思われるここのことから保護司は対象者 との関わ
りの中で,その様な 「被害者 1生」を意識 しながら
関わっていた。このような,対象者の 「被害者性」
への視点を持った保護司 との出会いは,彼らの
「被害者性」を埋めていくことになるのではない
だろうかと考えられた。
2.保護司の活動を通 して見えてきた支援の在 り方
今回イ ンタビューを行 った保護司は,何かを
“一緒に"行っていく中で,保護司との出会いを
思い出してくれるような関わりを大事にしていた
(A)。また別の保護司は,対象者に指図するのでは
なく,対象者の言葉をじっくり間くこと,そして対
象者の些細な変化に気付き,外見と内面の洞察を
行 うことを大事にしていた (B)。幼少の頃から
不遇な環境で育ってきた対象者にとって,このよ
うに親身に寄 り添 う保護司との出会いは、それま
で育まれることがなかったであろう人と人との関
係性を築かせていくことになるのではないかと考
えられる。 また,保護司が抱いていた対象者の親
への願いから,親が子に与える影響の大きさが窺
われた。このことから妊娠中,出産後,から親子の
絆や愛着を育むこと,家族への継続的な支援が重
要であると考えられた。 また,保護司は自分が学
んできた知識は誰かと共有することで発揮される
と語 り,また,地域の人に対象者への理解を深めて
いってほしいと語った。 これ らのことから,対象
者を孤立させないような,支えが大事であること
が窺え,対象者を地域で見守っていく環境を作 り,
地域全体が 体´ となって支援 していくことが大事
であると考えられた。
臨床心理学的意義
本研究の結果から,保護司は非行 。犯罪の要因
の一つとして 「被害者性」を意識 しつつ関わって
いることが分かった。「被害者性」は加害者理解
への一助 とな り加害者の社会復帰,さらには犯罪
の抑止,再犯防止に繋げることができるのではな
いかと考えられるc
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